








要約：東京都下の保健所・保健相談所を対象として、NICU 退院後の乳児在宅医療における

保健所と医療機関のタイアップの実際と今後のありかたに関するアンケート調査を行った。 

82%の保健所で乳幼児在宅医療事例の把握経験があり、最近 3 年間での乳児事例数は 101

名であった。介入内容や今後の取組みへの姿勢については各保健所により大きな格差があ

った。役割としては医療機関と連携しての環境作りの支援・コーディネートが主体になり、

技術援助は内容によっては対応困難な場合があると思われた。 

今後の課題として、医療機関と保健所の間の連携のシステム作り、援助の地域化が重要と

考えられた。 


